
歳以上の85i17tiのうち84朗が瓜低 1度は飲みこきた｡

しかし,;TTliホを皮紋するうちに,I)-グー ･メス

ガシラを含む9誠以上の咋拐L剛心ま,楓 択!Llを平

しく減少させていっT:｡いっほう,1-3AJRの多

くは,何回呈示して も回避を学習するには至らな

かった｡彼体の飲み口のまわりには門に数頭のサ

ルがががっており,そうした,摂取を促進するよ

うな社会的刺激が,咋少胴体の回避行動を妨げた

のではないかと考えられる｡

これとは別に,鎌田ケージ円で飼育 されている

2歳的後の小袋団 (6頭 )における詩物回避行動

の伝描の有無を検討した｡まず,小袋団の全個体

が食べるような食物を選び,尼も優位な個体 1頭

に対して,それを完全に食べな くなるように食物

郷恋条件づけを行った｡再度ケージ円に同じ食物

が与えられたとき,投優位個体のみはそれを回避

したが,他の5頭はなんら蹄柁せず食べ続けた｡

(1),(2)を通じ,安全な食物を食べ始める行動に

ついては社会的要因の影響が抑著に示されたが,

有ii召食物を避ける行動についてはそのような杉哲

を示唆する結果は得られなかった｡

現代人の骨盤計測値における性差の集団間変異

今村 煎 (京大 ･理 )

性差そのものが,舛馴 こよって発なる可能性が

Hanihara(1978)の研究等から示唆されているが,

統計的に検証されてはいない｡本6)f究は,性差の

柴田差の有無を統計的に明示し,性差の柴田問変

15割こついて考察を加えることを目的としたもので

ある｡

質料として,京郡大学解剖学教室所蔵近畿人

(男性80,女性40),長崎大学解剖学教室所蔵九

州人 (男性40,女性70),近畿大学解剖学教室所

蔵インド人 (男性83,女性44)の寛骨および仙骨

を用い,41項目の計測値について検討した｡

1).要因判別分析により,性差,災日1差,性差

の鎌田差を検定した｡性差は3班団ともTf.El.差が

あり,災団問の距離も3任用の問で布.Cば がある｡

しかし,性差の柴田差では日米人の2〃三日1問には

有志差はなく,この2年き団の各々とインド人との

問には布恋差が見られた｡

2)それぞれの班田内における計測項日ごとの

を描くと,近畿人と九州人はパターンが同じだが,

インド人とは異なる｡

3)93性が有意に大きい計測項目,女性が有意

に大 きい計測項目を選びだし,それぞれの計測値

に巧みづけの係数をかけて合計 し,男性的スコア,

女性的スコアを算出した｡インド人は,日本人 2

範団とスコアの大きさにおいて分離 され,日本人

2柴田のうち,近畿人は女性的スコアにより性差

がみられ,九州人は男性的スコアに性差が現われ

る｡

以上のことから,性をわける要因と,集団を特

徴づける要因は,必ずしも独立ではないことが明

らかにされた｡

霊長頬の比較内分泌学的研究

J3居降三 (滋fT医大 )

甑人杓のチンパンジーから,耶描Hiのガラゴに

至る23校のサル芙別こついて,血拙伯とインスリン

値の測定を行った｡その約札 血相他は,マ-モ

セット科において119-264喝/dl,I)スザルで

163昭/dlと,他のサJt,糊の30-100昭/dlに比

べ㍍ldiがみられた｡一方,血中のインスリン(I

RI)lu.tは,他のサル獄に比校して低値を示した｡

別に行ったマ-モセット要員の実験の中で,経口糖

負荷試験において,IRI値の増加が認められず,

さらに,インスリン分泌刺激試験においても何ら

増加が認められないことを兄い出した｡そこで,

動物種差に伴うインスリン構造の相違が考えられ

たため,マ-モセットおよび比較の為のニホンザ

ルの肺臓の敬一アルコール抽出物につき,モルモ

ット腎の 100,0009沈澱をレセプターとしてmい

たRRA系およびヒトインスリン抗 休 を用 いた

RIA系にて,displacementcurveを竹城したO

その結果,ヒト,ブタインス リンに対し,マーモ

セットおよびニホンザルの抽出物は,いずれ も同

相の帆きをもつカープを示し1=｡これらのことか

ら,マ-モセットのインスリンは,構造上ニホン

ザル,ヒト,ブタと大きな差はなく,ヒトのイン

ス リン測定系 (RIA系 )にて測定され得ること

が分った｡この結架,マーモセッ ト類は,高血糖,

低インスl)ンlLLti,およびインスリン分泌刺激に対

する感受性の低下を示す,特有の勝内分泌機能を

性差を,鎌田問で比較するため,性差の稲光折線
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もつことがT作nrlされた｡しかしなが ら,これらマ



-モセット薫別ま通常生活において何ら異常を認め

ないことから,糖代謝についても今後十分な検討

を必要とすろと考えられる｡

正中矢状断面からみたマカク類頭蓋の性差およ

び種間圭

一fascicularisgr仙Pに関して-

安井金也 (京大､理)

マカク属の中で,資料が比較的多く得られた,

fasciculaT･is group(F00den,1976)につい

て矢状断輪郭におけるアロメトリー分析を行った｡
また,新たにヤクザルを含め,同グループ円での

形態的位置付けを試みた｡

アロメトリー分析においては,独立変数に矢状

断面面軌 従属変数に,その図心から各輸邦への

半径長を用いた｡グループ内全種で,共通に認め

られるのは,鈴骨の陥凹部 (側面観による)が,

負のアロメトリーかそれに近い群円変異を示し,

梨状口上部周辺は,逆に正のアロメトリーかそれ

に近い変災を示す｡それに対し,基底部は,大き

さに関係する変災を示さない｡雄だけに特異的に

みられるものとして,骨口蓋の正のアロメトリー

があげられる｡項面は,正のアロメトリーを示す

もの,アカゲ碓書,カニクイ雌*,ニホン雌*,タ

イワン雌と,負のもの,カニクイ雄,ヤク雄,ア

カゲ雌,ヤク雌の2つのタイプが認められる｡頭

頂骨後部でも,同様に,カニクイ雌雄書で正,ニホ

ン雌好 .アカゲ好 は負のアロメトリーである｡

前頭骨は,ニホンザルを除き,負のアロメトリー

かそれに近いものであるが,ニホンザルは逆に,

正の租向を示す｡眼商上隆起は,雌で正のアロメ

トリーを示す愉向があり,雄ではイソメトリック

である｡このグループで,ニホン,ヤクザルの両

雄は,アロメトリックな変巽が少なく,イソメト

l)ックな群円変災をもつと考えられる｡

ヤクザルの形態的位LBは,輪郭の形態距雌にお

いて,ニホンザルに滋も近く.,それは,雄で他の

種間距離平均の約60%である｡これに近いのは,

タイワン-カニクイの値である｡雌は,ヤク,ニ

ホンザルが他の3種と分かれるが,両群の距離は

他の3種問の距離と変わらない｡大きさは,ニホ

ンザルより明らかに小さく,雄はタイワン,雌は

アカゲに近い｡ニホンザルとの平均図形の比較で

は,雌雄とも,前後径が有意に短い｡

(*:有志 )

サルにおける主として消化器系ズーノーシスの

病原学的並びに血清学的研究

金城俊夫 (岐阜大 ･農 )

最近,ヒトの腸炎あるいは食中毒の起因菌とし

て注目されてきたカンピロバクタ-及びエルシニ

アを中心に消化器系人畜共通伝染病の病原体につ

いてサルの保菌状況を調査した｡

調査したサルは屋内ケージ飼育のもの延べ320

頭及び野外放飼場で群飼育のもの延べ177頭,紘

計497頭で,その新鮮排他便を供試した｡

その結果,カンピロバクタ-が39頭7.80/Oから

分離された｡分離率は下荊使19.6%,軟便15.7%

及び正常佼4.50/Oであった.39頭中27豆如〉らC.

)'eJ'uniが,残り12頭からC.coliが分離された｡

特に頑固に下痢あるいは軟便が持続する個体から

C.coliが長期間分離されたことは,本函槌のヒ

ト腸炎起病性を考える上にも興味ある成紙であろ

〔第97回日猷学会(1984)発表〕｡

エルシニア屈菌は32頭6.40/Oから分離された｡

分離率は佼の性状とは関係なかったが,屋内ケー

ジ飼育サルで0.9%に対し野外飼育サルでは16A

C/Oと高率であった｡菌種別の分離率はY.hrist-

ensenii3.60/0,Y./T･edeT･ihsenH1.60/0.Y.

enteT･OCOlitlca 1.00/0,Y.inteT･media

O.80/o及びY.pseudotubeT･Culosls0.40/Oの

唄であった｡ヒトに対し病原性が示唆されている

Y.enteT･ocOlitlca0:6,30 B:1及びY.

pseudotuberculosis皿塾菌が位かながら正

常促から分離された｡しかし,サルモネラ及び赤

痢菌は全く検出されなかった 〔第98回日猷学会

(1984)発表)0

一万,某野猿公苑で感染症と魁われる疾病の小

流行があり,その死亡サルのウイルス学的検索を

行ったところ,SV40を分威した｡蕃ウイルスが

流行の原因であるかの確認はできなかった｡しか

し分離ウイルスに対する免疫粘宕赤血球凝托反応

による抗体調査では,該接苑の8頭は100C/O陰性

(平均抗体価210)で,他の7群81政でも760/Oが

陽性 (平均抗休価89.9)であり,SV40の不顕性

感染がサルの間に高率にあることが示唆された｡
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